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（百万円未満切り捨て）

１．平成29年12月期第１四半期の連結業績（平成29年１月１日～平成29年３月31日） 

（１）連結経営成績（累計）                           （％表示は、対前年同四半期増減率） 

  売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属 
する四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

29年12月期第１四半期 27,113 33.3 3,936 25.9 3,600 26.1 2,415 29.9 

28年12月期第１四半期 20,330 22.0 3,125 30.3 2,855 17.1 1,859 14.8 

（注）包括利益   29年12月期第１四半期 2,418百万円(31.3％)  28年12月期第１四半期 1,841百万円(13.3％) 

 

 
１ 株 当 た り 
四 半 期 純 利 益 

潜 在 株 式 調 整 後 
１株当たり四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

29年12月期第１四半期 145.19 138.14 

28年12月期第１四半期 111.77 105.87 

 

（２）連結財政状態 

  総 資 産 純 資 産 自 己 資 本 比 率 

  百万円 百万円 ％ 

29年12月期第１四半期 74,111 20,619 27.8 

28年12月期 72,273 18,548 25.6 

（参考）自己資本   29年12月期第１四半期 20,589百万円  28年12月期 18,517百万円 

 

 

２．配当の状況 

  年 間 配 当 金 

  第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期 末 合 計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

28年12月期 ― 15.00 ― 21.00 36.00 

29年12月期 ―        

29年12月期（予想）   22.50 ― 22.50 45.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 当期（平成29年12月期）配当金は、上記の普通配当金に加え、期末時点における経常利益の額が当初通期連結業績予想11,000百万円

の10%増である12,100百万円を超えることが見込まれる場合は特別配当金として期末に５円の増配を、20%増である13,200百万円を超え

ることが見込まれる場合は特別配当金として期末に10円の増配を予定しております。 

 

３．平成29年12月期の連結業績予想（平成29年１月１日～平成29年12月31日） 

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率） 

  売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期(累計) 50,000 37.3 5,500 6.3 5,100 10.2 3,500 15.5 210.40 

通 期 105,000 29.2 11,700 10.7 11,000 11.2 7,800 17.1 468.89 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無 



 

※ 注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

 新規 －社  （社名）  、 除外 －社  （社名） 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用   ： 無 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更       ： 無 

② ①以外の会計方針の変更              ： 無 

③ 会計上の見積りの変更               ： 無 

④ 修正再表示                    ： 無 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年12月期１Ｑ 17,976,600 株 28年12月期 17,976,600 株 

② 期末自己株式数 29年12月期１Ｑ 1,341,552 株 28年12月期 1,341,552 株 

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年12月期１Ｑ 16,635,048 株 28年12月期１Ｑ 16,633,633 株 

 

 

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です 

 

 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載しております業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の

業績等は、今後の様々な要因によって異なる可能性があります。 

 業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．

当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、経済政策や金融政策等による企業業績や雇用環境の改善を

背景に個人消費も底堅く推移しております。その一方で、米国新政権の政策運営が世界経済に与える影響への懸

念も強まってきており、先行きは不透明な状況となっております。 

 当不動産業界におきましては、用地価格や建築コスト今後の人件費高騰の影響により懸念はあるものの、不動

産業界における一部の事業領域においては減速感が生じているものの、投資用不動産においては、材料費の動向

は落ち着きを見せつつあり、金融緩和に伴う投資家の投資姿勢の高まりや建設需要の回復等により、その市場動

向は堅調に推移し回復基調にあります。 

 このような環境のもと当社グループは、不動産販売事業、不動産管理関連事業、ゼネコン事業、エネルギー事

業、介護事業との連携により、グループ全体の企業価値向上に努めてまいりました。 

 その結果、当第１四半期連結累計期間の当社グループの業績は、売上高は271億13百万円（前年同期比33.3％増

加）、営業利益は39億36百万円（前年同期比25.9％増加）、経常利益は36億円（前年同期比26.1％増加）、親会

社株主に帰属する四半期純利益は24億15百万円（前年同期比29.9％増加）となりました。 

 

 セグメント別の業績の概況は次のとおりであります。

 また、当第１四半期連結会計期間から、グループ経営における意思決定及び戦略実行のスピード化を図り、

より適切な経営管理区分を実現することを目的とした組織変更に伴い、報告セグメントを「不動産販売事業」

「不動産管理関連事業」「ゼネコン事業」「エネルギー事業」「介護事業」に変更しております。以下の前年

同期比較については、前年同四半期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。 

① 不動産販売事業 

 アパート販売では、主に土地をお持ちでないサラリーマン・公務員層に対し資産形成を目的としたアパー

ト経営の提案を行ってまいりました。アパートの販売（引渡し）は計画どおり推移し、新たなアパート用地

の確保にも努めてまいりました。 

 また、マンション販売では、首都圏において投資用に特化したコンパクトでハイクオリティな物件の販売

が順調に推移いたしました。 

 その結果、売上高は204億７百万円（前年同期比38.9％増加）、セグメント利益は34億36百万円（前年同期

比28.0％増加）となりました。 

 

② 不動産管理関連事業 

 不動産賃貸管理は、賃貸管理物件の入居率の維持・向上を目指し、広告活動やリーシング力の強化により

入居促進に努め、当第１四半期連結会計期間末における賃貸管理戸数は23,621戸となりました。また、マン

ション管理においては、マンション管理物件の資産価値の維持・向上および管理組合向けサービスレベルの

向上に努め、当第１四半期連結会計期間末におけるマンション管理戸数は4,880戸となり、賃貸管理、マンシ

ョン管理ともに順調に増加いたしました。

 家賃滞納保証は、入居者向け家賃滞納保証件数の拡大に向けた保証プランの充実や新規顧客の獲得を図る

とともに保証家賃の回収率向上に努め、少額短期保険は、保険商品の充実を図り新規契約の獲得に努めてま

いりました。

 その結果、売上高は25億46百万円（前年同期比23.0％増加）、セグメント利益は４億14百万円（前年同期

比29.9％増加）となりました。 

 

③ ゼネコン事業

 ゼネコン事業は、法人・個人・官公庁の既存顧客に加え、新規営業の強化が奏功し、新規受注が獲得でき

たほか、受注済みの請負工事の進捗も順調に推移いたしました。

 その結果、売上高は35億22百万円（前年同期比14.5％増加）、セグメント利益は４億38百万円（前年同期

比8.2％増加）となりました。 

 

④ エネルギー事業 

 ＬＰガス供給世帯数は当第１四半期連結会計期間末において21,589世帯となり、順調に増加いたしまし

た。

 その結果、売上高は３億11百万円（前年同期比34.4％増加）、セグメント利益は63百万円（前年同期比

2.1％増加）となりました。 
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⑤ 介護事業 

 介護事業は、東京、大阪、福岡の３拠点において３棟のサービス付き高齢者向け住宅、２ヶ所の通所介護

（デイサービス）施設、６施設の認知症対応型グループホーム及び１施設の小規模多機能型居宅介護施設を

主として保有し、運営を行っております。 

 また、訪問介護サービス及び居宅介護支援事業等のサービス提供を行い、事業領域の拡大及び各施設の入

居率の維持・向上を図るとともに、当社グループの賃貸管理物件を活用した高齢者の方々が安心、安全、か

つ、低価格でご利用いただけるシステム（寿らいふプラン）をはじめとする介護関連サービスの更なる充実

に努めてまいりました。 

 その結果、売上高は２億85百万円（前年同期比24.5％増加）、セグメント利益は33百万円（前年同期比

0.5％増加）となりました。 

 

⑥ その他 

 その他は、海外事業において、上海、シンガポールでは不動産の賃貸・売買仲介事業、インドネシアでは

建設関連事業を行っております。

 その結果、売上高は39百万円（前年同期比6.8％増加）、セグメント利益は42百万円（前年同期比31.7％増

加）となりました。 

 

 

（２）財政状態に関する説明

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ18億38百万円増加し、741億11百万円となり

ました。主な増加要因は、現金及び預金が15億66百万円、不動産事業支出金が３億59百万円、販売用不動産が２

億63百万円及び増加し、主な減少要因は、受取手形及・完成工事未収入金が５億79百万円減少したことによるも

のであります。

 負債は、前連結会計年度末に比べ２億33百万円減少し、534億91百万円となりました。主な増加要因は、短期借

入金が31億43百万円増加し、主な減少要因は、未払法人税等が12億40百万円、長期借入金が８億43百万円、不動

産事業未払金が６億16百万円、社債が１億46百万円及び流動負債その他が５億35百万円減少したことによるもの

であります。

 純資産は、前連結会計年度末に比べ20億71百万円増加し、206億19百万円となりました。主な増加要因は、親会

社株主に帰属する四半期純利益の計上等により、利益剰余金が20億64百万円増加したことによるものでありま

す。

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成29年２月15日の決算短信で公表いたしました、第２四半期累計期間及び通期の業績予想に変更はありませ

ん。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年12月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 13,524,515 15,091,163 

不動産事業未収入金 248,342 293,081 

受取手形・完成工事未収入金 4,530,543 3,950,810 

販売用不動産 26,624,023 26,887,095 

不動産事業支出金 15,336,378 15,696,299 

その他のたな卸資産 6,909 818 

その他 1,237,054 1,356,514 

貸倒引当金 △8,096 △8,126 

流動資産合計 61,499,671 63,267,657 

固定資産    

有形固定資産 6,143,067 6,340,963 

無形固定資産    

のれん 1,424,537 1,350,530 

その他 126,281 120,646 

無形固定資産合計 1,550,818 1,471,177 

投資その他の資産 3,079,485 3,031,306 

固定資産合計 10,773,372 10,843,447 

資産合計 72,273,043 74,111,105 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年12月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

不動産事業未払金 4,782,658 4,166,348 

工事未払金 2,861,654 2,814,192 

1年内償還予定の社債 434,000 470,000 

短期借入金 15,908,365 19,051,971 

未払法人税等 2,333,146 1,092,746 

その他 5,073,678 4,538,566 

流動負債合計 31,393,504 32,133,825 

固定負債    

社債 1,596,000 1,450,000 

長期借入金 20,024,465 19,180,872 

株式給付引当金 33,725 39,403 

その他 677,014 687,444 

固定負債合計 22,331,205 21,357,721 

負債合計 53,724,709 53,491,546 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,050,021 1,050,021 

資本剰余金 624,505 624,505 

利益剰余金 17,252,139 19,316,993 

自己株式 △607,526 △607,526 

株主資本合計 18,319,139 20,383,992 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 139,649 171,432 

繰延ヘッジ損益 △1,624 △1,625 

為替換算調整勘定 59,981 35,237 

その他の包括利益累計額合計 198,006 205,044 

新株予約権 9,999 12,927 

非支配株主持分 21,188 17,594 

純資産合計 18,548,334 20,619,558 

負債純資産合計 72,273,043 74,111,105 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 

 至 平成28年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年１月１日 
 至 平成29年３月31日) 

売上高 20,330,089 27,113,601 

売上原価 15,176,563 20,685,975 

売上総利益 5,153,526 6,427,625 

販売費及び一般管理費 2,028,263 2,491,504 

営業利益 3,125,262 3,936,121 

営業外収益    

受取利息 13,911 19,816 

その他 15,381 20,004 

営業外収益合計 29,292 39,820 

営業外費用    

支払利息 108,822 111,832 

支払手数料 104,378 117,514 

持分法による投資損失 13,325 78,865 

その他 72,574 66,854 

営業外費用合計 299,101 375,066 

経常利益 2,855,453 3,600,874 

特別利益    

固定資産売却益 37,739 － 

特別利益合計 37,739 － 

税金等調整前四半期純利益 2,893,192 3,600,874 

法人税、住民税及び事業税 913,462 1,082,473 

法人税等調整額 122,930 106,728 

法人税等合計 1,036,393 1,189,202 

四半期純利益 1,856,799 2,411,672 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △2,355 △3,594 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,859,155 2,415,267 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 

 至 平成28年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年１月１日 
 至 平成29年３月31日) 

四半期純利益 1,856,799 2,411,672 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △7,966 31,782 

繰延ヘッジ損益 △191 △1 

為替換算調整勘定 △7,310 △24,743 

その他の包括利益合計 △15,468 7,037 

四半期包括利益 1,841,331 2,418,710 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,843,686 2,422,304 

非支配株主に係る四半期包括利益 △2,355 △3,594 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成28年１月１日 至 平成28年３月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

                （単位：千円） 

 
不動産販売

事業 

不動産管理

関連事業 

ゼネコン 

事業 

エネルギー

事業 
介護事業 

その他 

(注)１ 
合計 

調整額 

(注)２ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
(注)３ 

売上高                  

外部顧客への売上高 14,686,839 2,069,902 3,075,585 231,536 229,639 36,586 20,330,089 － 20,330,089 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 97,743 5,475 1,472,264 5,095 296 35,155 1,616,030 △1,616,030 － 

計 14,784,582 2,075,377 4,547,849 236,632 229,936 71,741 21,946,119 △1,616,030 20,330,089 

セグメント利益 2,683,071 318,920 404,993 62,126 33,652 32,242 3,535,007 △409,744 3,125,262 

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業であり、海外事業等であります。

２ セグメント利益の調整額△409,744千円には、セグメント間取引消去△242,354千円及び各報告セグ

メントに配分していない全社費用△167,390千円が含まれており、全社費用は主に報告セグメントに

帰属しない一般管理費であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

 介護事業において、㈱アップルケアを当第１四半期連結会計期間より連結の範囲に含めております。

 なお、当該事象によるのれんの増加額は、当第１四半期連結累計期間において83,027千円であります。

 

（重要な負ののれん発生益）

 該当事項はありません。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成29年１月１日 至 平成29年３月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

                （単位：千円） 

 
不動産販売 

事業 

不動産管理 

関連事業 

ゼネコン 

事業 

エネルギー 

事業 
介護事業 

その他 

(注)１ 
合計 

調整額 

(注)２ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
(注)３ 

売上高                  

外部顧客への売上高 20,407,998 2,546,395 3,522,832 311,343 285,953 39,077 27,113,601 － 27,113,601 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 135,500 6,224 1,119,391 6,061 1,615 58,565 1,327,357 △1,327,357 － 

計 20,543,498 2,552,620 4,642,224 317,404 287,569 97,642 28,440,958 △1,327,357 27,113,601 

セグメント利益 3,436,791 414,477 438,549 63,458 33,822 42,484 4,429,583 △493,461 3,936,121 

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業であり、海外事業等であります。

２ セグメント利益の調整額△493,461千円には、セグメント間取引消去△285,284千円及び各報告セグ

メントに配分していない全社費用△208,177千円が含まれており、全社費用は主に報告セグメントに

帰属しない一般管理費であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

 該当事項はありません。 

 

（重要な負ののれん発生益）

 該当事項はありません。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

 当第１四半期連結会計期間から、グループ経営における意思決定及び戦略実行のスピード化を図り、より

適切な経営管理区分を実現することを目的とした組織変更に伴い、報告セグメントを従来の「アパート販売

事業」「マンション販売事業」「ゼネコン事業」「不動産賃貸管理事業」「金融・保証関連事業」「介護関

連事業」から、「不動産販売事業」「不動産管理関連事業」「ゼネコン事業」「エネルギー事業」「介護事

業」に変更しております。

 なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分により作成しております。
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